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はじめに
　Giardia lamblia （syn. G. intestinalis, G. duodenalis）
はジアルジア症（五類感染症）の原因となる消化管寄
生原虫の一種で，ヒトでは無症状のこともあるが，多
くの場合不定の下痢，腹痛を起こし，その症状は一般
に小児，特に低栄養乳幼児で著明で，脱水症の原因に
なることが知られている．日本で報告されている症例
数は年間 100 例前後で，その 60％以上は海外での感
染と推測されている．日本での集団感染事例は知られ
ていないが，先進諸国では水系感染による集団発生事
例などが問題になっている．
　Giardia 属の原虫の多くは，哺乳類，鳥類，ハ虫類
などから検出されており，種による宿主特異性が強い
と考えられてきた．しかし，ヒトに寄生する唯一の種
として知られているG. lamblia は，イヌ，ネコ，有蹄
類，齧歯類などからも検出されており，ヒトと同様の
症状を示す人獣共通感染症の原因としても知られてい
る．G. lamblia には 7 遺伝子型（assemblage A-G）が
あることが明らかにされており 1），それらのうち，ヒ
トが宿主となる遺伝子型は assemblage A Ⅰ（ヒト，
イヌ，ネコ，家畜類由来）， assemblage A Ⅱ（ヒトの
み由来）および assemblage B（ヒト，イヌ，ラット
など由来）であるとされてきた．そのためジアルジア
症の原因として assemblage A と Bが注目されてきた

が，近年，ヒト検体の中からイヌに特異的とされる遺
伝子型（assemblage C，D）が検出された．イヌはペッ
ト , コンパニオンアニマルとしてヒトの生活と密接し
た動物であり，イヌのジアルジア保有状況とその遺伝
子型を明らかにすることは，イヌからヒトへの感染を
防御するための対策を考えるうえで重要である . さら
に，日本国内の浄水場の水源からイヌ由来と推測さ
れるG. lamblia が検出されており 2），イヌを介するG. 
lamblia の水源汚染も考えられることから，神奈川県
内のイヌのG. lamblia 保有状況とその遺伝子型の調査
を行った .

材料および方法
　2008 年から 2009 年に，神奈川県動物保護セン
ターに保護されたイヌ 180 匹（表 1）の糞便からG. 
lamblia（シスト）の検出を行った．採取された糞便
は検査に用いるまで冷蔵保存した．
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表１　調査犬種の匹数と年齢
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　適量の糞便を用いてホルマリン・酢酸エチル遠
沈法によりシストを精製した．得られた沈渣をス
ライドグラスに適量塗抹して，恒温器（37℃）中で
乾燥後にメタノールで固定し，FITC（fluorescein 
isothiocyanate）標識抗Giardia 抗体（Aqua-Glo G/C，
Waterborne）による蛍光染色 30 分と DAPI（4’，
6-diamino-2-phenylindole）染色５分を暗箱内にて行っ
た．PBS で洗浄後，2％ DABCO（1,4-diazabicyclo[2.2.2]
octane）PBS で封入し作製した標本を，落射型蛍光顕
微鏡を用いて B励起光下で観察した．G. lamblia（シ
スト：長径約 10 μ mの楕円形）が疑われる FITC 陽
性粒子は，UV励起光下でのDAPI で染色された核の
確認を行った．
　鏡検によってG. lamblia（シスト）が見つかった
検体は， 18S rRNA を標的とした nested polymerase 
chain reaction（nested-PCR）を行った．DNA の抽
出は，沈渣から Dynabeads GC-Combo（Invitrogen）
を用いてシストを濃縮・精製し，凍結融解（-80℃～
37℃）を 5回繰り返した後，1× Proteinase K 20 μ l
添加，インキュベート 60℃ 30 分，超音波処理 2 分，
インキュベート 75℃ 10 分，インキュベート 95℃ 5
分，氷上冷却を行った．1st　PCR では抽出 DNA溶
液 4 μ l を template として使用した．PCR 反応液の
組成は，2mM MgCl2，0.2mM dGTP，0.2mM dATP， 
0.2mM dTTP， 0.2mM dCTP， 40pM の各プライマー
（RH11/43）），5％ dimethyl sulfoxide （DMSO），5 unit 
HS EX Taq （TaKaRa EX Taq Hot Start Version：タ
カラバイオ）で，反応容量は 50 μ l とした．nested-
PCR は , 1st PCR 産物 1 μ l を template， GiarF/R4）

をプライマーとして，他の組成は 1st PCR と同様と
した．PCR 条件は， 96℃ 2 分後に， 96℃ 20 秒， 55℃
30 秒， 72℃ 30 秒を 1サイクルとして 40 サイクル繰り
返し，その後 72℃ 7 分とした．PCR 産物を Qiaquick 
PCR purification kit（QIAGEN）で精製後，BigDye 
Terminator v1.1（ABI）を用いて，ABI 310 Prism に
より塩基配列を決定し，GenBank（NCBI）を利用し
た相同性解析によって遺伝子型別を行った． 

結果および考察
　2008 年から 2009 年に保護されたイヌ 180 匹のう
ち，2008 年に保護された雑種で生後 6 ヶ月以下の 4
匹（No. 2008-1 ～ 4）と 2 齢のチワワ 1 匹の糞便から
G. lamblia が検出された．調査したイヌ全体における
G. lamblia 感染率は 2.8％で，生後 6ヶ月以下のイヌで
は 36.4％（4/11 匹），生後７ヶ月以上のイヌでは 0.6％
（1/169 匹）であった．

　Itoh et al5）は，生後 6 ヶ月以下のイヌのG. lamblia
感染率（21.7％）が，7ヶ月以上のイヌの感染率（７ヶ
月～１齢：7.5％，２～５齢：4.5％，６齢以上：2.4％）
よりも明らかに高いことを報告している．また，荒
島ら 6）も生後１年以下のイヌの感染率（６ヶ月以下：
22.0％，７ヶ月～１齢：22.2％）が１齢以上のイヌの
感染率（１齢～３齢：12.6％，３～５齢：1.8％，５齢
以上：1.7％）よりも高いことを報告している．本調
査においても生後 6 ヶ月以下のイヌの感染率が高く，
Itoh et al5）や荒島ら 6）と同様に幼犬のG. lamblia 感染
率が高いことが示された． 
　Itoh et al5）は青森・秋田で調査したイヌ全体に対す
るG. lamblia 感染率が14.6％であったと報告しており，
荒島ら 6）は日本全国を対象に調査したイヌ全体に対
する感染率が 10.8% であったと報告しているが，本調
査において神奈川県のイヌの感染率は 2.8％と低い値
を示した．Itoh et al5）が調査したイヌは感染率の高かっ
た生後６ヶ月以下のイヌの占める割合が 57.1％，荒島
ら 6）が調査したイヌは感染率の高い１歳齢以下のイ
ヌの占める割合が 33.4％であるのに対して，本調査で
は生後６ヶ月以下のイヌの占める割合が 6.1％であっ
た（表１）．イヌの年齢によってG. lamblia 感染率が
大きく異なることが明らかであり，調査したイヌの年
齢構成が，全調査個体あたりの感染率の評価に影響を
与えた可能性がある．イヌのG. lamblia 感染率を明ら
かにする場合，年齢を考慮した調査が必要であると考
えられる．
　下痢をしているイヌは正常便を排出しているイヌよ
りもG. lamblia 保有率が高いと報告されている 6）が，
本調査でG. lamblia の感染が確認されたイヌはすべて
正常便を排出しており，下痢をしているイヌからは確
認されなかった．このことはイヌがG. lamblia に感染
していることに気づかず，感染を広めている可能性が
あることを示すものと考えられる．ブリーダー由来の
イヌのG. lamblia 感染率が約 20％であったことが報
告されており 5，6），売買などにより感染したイヌが広
範囲に分散する可能性があることから , 下痢などの症
状を示していないイヌでもG. lamblia が感染していな
いか確認する必要があると考えられる．
　本調査において鏡検によりG. lamblia が確認され
たイヌの検体のうち， 雑種２匹（2008-1,2）の検体
から nested-PCR で増幅産物が得られた．それらの
遺伝子解析の結果，遺伝子型はともにG. lamblia の
assemblage D と 100％一致した（図１）．Assemblage 
D はイヌ特異的な遺伝子型とされているが，ヒトから
検出されたG. lamblia の遺伝子型が assemblage D に



分類された例が報告され，assemblage D のイヌから
ヒトへの感染の可能性が示唆されている 7）． 
　日本で飼育されているイヌにおいて遺伝子型解析
まで行ったG. lamblia 感染状況の調査例は少なく，イ
ヌにおける遺伝子型別G. lamblia 感染状況は明らかに
なっていない．これまでは，イヌからヒトへの感染に
ついてヒト，イヌともに宿主となることが明らかにさ
れている assemblage A と B が問題にされてきたが，
イヌに由来する assemblage D など他の遺伝子型もヒ
トに感染する可能性があること，また，日本国内の浄
水場の水源からイヌ由来と推測される assemblage　C
が見つかっており２），イヌ由来のG. lamblia が水系を
介した集団感染の原因になる可能性もあることから，
今後さらにイヌのG. lamblia 保有状況調査と遺伝子型
解析を行い，イヌからヒトへのG. lamblia 感染の危険
性を明らかにする必要があると考えられる．

まとめ
　神奈川県内で保護されたイヌのG. lamblia 保有状況
と , その遺伝子型の調査を行った．イヌ 180 匹のうち
５匹（2.8%）からG. lamblia が確認された．これら５
匹のうち４匹は生後６ヶ月以下の幼犬であり，幼犬の
感染率が高いことが明らかになった
　感染が確認された雑種２匹の遺伝子型は , ともに
assemblage D であった．Assemblage D はイヌ特異
的な遺伝子型とされているが，ヒト検体から見つかっ
たとする報告もあることから，イヌのG. lamblia 保有
状況と遺伝子型を調査し，イヌからヒトへの感染の危
険性を明らかにすることが重要であると考えられた． 
そして身近な動物であるイヌが，人獣共通感染症の病
原体であるG. lamblia を保有していることを飼育者な
どに啓発する必要がある．

（平成 22 年 8 月 20 日受理）
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図１　Giardia lamblia 遺伝子型解析結果
＊：assemblage D


